
主なマクロ経済指標 2016年 2017年
1. 人口　(百万人) 16.21(2015) -

2. 人口増加率　(%) 3.11 (2015) -

3. 失業率　(%) 7.4(2014) -

4. 平均寿命　(年齢) 50.5(男性)/53.8(女性) -

5. GDP　(百万米ドル)*1 21,154(2015) -

6. GDP成長率　(%) 2.9(est) 4.0(proj)

7. 一人当たりGNI　(米ドル) 1,490(2015) -

8. インフレ率　(%) 18.2 6.6(Jul)

9. 消費者物価指数　(2009年=100) 183.66 195.60(Jul)

10. 貿易収支　(百万米ドル) 325.0(est) -176.88*2

11. 対日貿易収支　(百万米ドル) -22.90*4 69.32*3

12. 輸出　(総額, 百万米ドル) 7,036.0 3,792.96*2

13. 対日輸出　(百万米ドル) 24.13*4 94.94*3

14. 輸入　(総額，百万米ドル) 6,710.0 3,969.83*2

15. 対日輸入　(百万米ドル) 47.03*4 25.62*3

16. 経常収支　(百万米ドル) -932 -

17. 対外直接投資　(百万米ドル) -283 (2015) -

18. 対内直接投資　(百万米ドル) 1,653(2015) -

19. 金・外貨準備高　(百万米ドル) 2,195(est) 2,430(proj)

20. 対外債務残高　(百万米ドル) 6,900(Dec) 7,200(May)

21. 為替レート　(対米ドル)
9.81ZMW
(end-period)

8.92ZMW(Jul)

22. 主要政策金利　(現行，年利%) 13.0 12.5

※(　) 内の年月は，その年あるいは月の確定値／予測値。　　 ※小数点第3位以下四捨五入

*1

*2

*3

*4

＜出典＞
1, 2, 5-7, 20:World Bank／3: Zambia Labour Force Survey Report, 2014 (CSO& Ministry of Labour and
Social Security)／4, 16:The World Factbook (CIA) ／8, 9, 10, 12, 14: Monthly Bulletin (CSO) & EIU Country
Report／ 19, 21(2016): Country Report (EIU) ／11, 13, 15:日本国財務省貿易統計／17, 18:UNCTAD／
21(2017), 22:Bank of Zambia

ザンビアの経済概況・月報（2017年7月）

2017年1月から6月までの貿易額。1USD=9.54ZMW（2017年6月までのザンビア中央銀行
為替相場月間平均）を用いて換算

2017年1月から6月までの貿易額。1USD=113円（2017年6月までの日銀基準外国為替相
場月間平均）を用いて換算

＜2017年6月＞

主要輸出品目：銅／コバルトの酸化物及びコバルトの水酸化物／コバルト／発煙硫酸／生
石灰

主要貿易相手国（輸出）：スイス 45.0%，中国 17.5%，シンガポール 7.0%，コンゴ（民）
6.2%，アラブ首長国連邦 3.7%，その他 20.6%

主要輸入品目：銅／コバルトの酸化物及びコバルトの水酸化物／石油及び歴青油／窒素肥
料／灯油

主要貿易相手国（輸入）：南アフリカ 30.7%，コンゴ（民） 19.7%，中国 10.5%，クウェート
5.3%，モザンビーク 4.1%，その他 29.6%

1USD=111円（2016年（平均値）の日銀基準外国為替相場）を用いて換算

GDP at market prices (Current USD)

主要な経済ニュース（7月） 

 

1. “ザンビア及びコンゴ（民），カスンバレッサにおける貿易協定に

署名” (Times, 1日) 

客月30日，ザンビア及びコンゴ（民）は，カスンバレッサ（於：コッ

パーベルト州チラボンブウェ郡）のワンストップボーダーポストの運

営を開始すべく，二国間貿易協定に署名した。両国政府は，カスン

バレッサにおける越境貿易の促進及び簡易貿易制度（STR）を正

式に開始すべく，共同ボーダーポスト委員会の設立に同意した。 

  

2. “1.44億米ドルが債務の支払いに拠出”(Daily Mail, 6日) 

本年，ザンビア政府は対外債務（現在の対外債務残高は72億米ド

ル）の返済に1.44億米ドルを拠出した。チクバ財務省次官は，2017

年5月末の国内債務残高が2016年12月末比56億クワチャ増の386

億クワチャである旨発言した。 

  

3.“ムタティ財務大臣，ドナーに約束” (Times, 16日) 

ムタティ財務大臣（「ム」大臣）は，ブリュッセルにて開催された国際

会議（WCO Global Transit Conference）にて，ザンビアが賢明な経

済運営及び国内資金の動員を向上させることを真摯に捉えている

と国際社会に約束した。「ム」財務大臣は，富吉JICA理事に対して，

賢明な資金管理を確実とするプロセスの一環として，租税管理を

改善させるべく，ザンビアが日本と喜んで協働する旨発言した。 

  

4.“IDC，繊維工場に3.5億米ドルを投資” (Daily Mail, 21st) 

ザンビア開発公社（IDC）は，カブウェにおける新たな繊維工場の

建設に3.5億米ドルを投資する予定である。20日，カルバIDC・CEO

代行（「カ」代行）は，同工場の建設に2018年第1四半期に開始され，

プロジェクトの実施による2,895人の雇用創出が見込まれる旨発言

した。また，「カ」代行は，同繊維工場がカブウェ複合的経済特区

（MFEZ）内に所在し，約24ヘクタールの土地がカブウェ市評議会よ

り分配された旨発言した。「カ」代行は，丸紅が同繊維工場の機材

整備及び建設をおこない，IDCが工場を所有する旨発言した。 

  

5.“貧困率が低下” (Daily Mail, 24日) 

ザンビア政府は過去11年間で貧困層向けの現金給付プログラム

に8.96億クワチャ超を拠出しており，その拠出によって国内の貧困

が削減されたという良い成果がもたらされている。ザンビア統計局

（CSO）によると，2015年のザンビアの貧困率は2010年の数値であ

る60.5%から54.4%に減少した。 

  

6.“日立建機ザンビア，チョングウェ郡病院における救命救急診療

の導入を賞賛される” (Daily Mail, 25日) 

ザンビア政府は，日立建機ザンビアによるチョングウェ郡病院にお

ける救命救急診療の導入及び13.5万クワチャ相当の機材供与を

賞賛した。ムワカロンベ・ルサカ州大臣は，同社の決定によって同

病院が道路事故に遭った患者やその他患者に質の高い医療サー

ビスを容易に提供出来るであろう旨発言した。田河・日立ザンビア

建機社長は，同社が活動地域にプラスの影響を与えることが出来

ると確信していると述べたうえで，孤児に対する様々な生活必需品

の供与を通じて地域社会に活力を与え，支援を継続していく旨発

言した。 

  

7.“ザンビア政府，更なる日本の投資家を賞賛” (Daily Nation, 27

日) 

シアメ商業貿易産業省次官（「シ」次官）は，第2回日本アフリカビジ

ネスフォーラム（於：東京）のサイドラインイベントである明和工業

による廃棄物処理に係るプレゼンテーションの席において，ザンビ

アをアフリカの経済的なハブとすべく，ザンビア政府が，様々なセ

クターへの更なる投資にオープンであり，かつそうした投資を熱望

している旨発言した。「シ」次官は，豊田通商関係者との会談にお

いて，同社に対して，ザンビアにおけるバッテリー製造へと投資を

拡大させるよう要請した。 

 

＜ザンビアの税制度 ～鉱業関連～＞ 
（出典：ザンビア歳入庁(ZRA)，ザンビア採取産業透明性イニシアティブ（ZEITI）） 

 

1.  法人税(Corporate/ Company Tax)：35%。 

 ルサカ証券取引所に上場している企業は30％。 

％。16: (VAT) 付加価値税．2 

3.  採掘権料 （Mineral Royalty）： 

  4-6%（ロンドン金属取引所（LME）の銅価格に応じて変動）。 

4. 関税及び消費税（Customs & Excise Duty）：  

 関税は商品（コモディティ）毎により，0 – 25%と異なる。鉱業の資本設備に関しては免税（ゼロ

関税）。鉱石のまま輸出する場合には15%課税される。 

5．源泉徴収税（Withholding Tax）：15%。 

 

※鉱業権を有する者は，採掘や鉱業関連の活動に必要とされる全ての機材に係る関税，消費

税，及びVATを免除される。 
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(出典：2017年度アフリカ経済見通し報告

書) 


